
人
に
つ
れ
ら
れ
、
未
だ
見
ぬ
故
国
に
帰
る
孤
児
の
姿
が
今
も
眼

底
に
焼
き
つ
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
。

新
京
か
ら
酷
暑
の
無
蓋
車
で
コ
ロ
島
へ
。
待
っ
て
い
た
の
が

浅
間
丸
で
病
院
船
、
よ
う
や
く
日
本
の
長
崎
へ
上
陸
、
郷
里
新

潟
へ
帰
っ
た
が
生
家
に
は
台
湾
よ
り
引
揚
げ
の
一
家
四
人
、
上

海
よ
り
の
引
揚
四
人
、
私
の
家
族
三
人
計
十
一
人
の
人
口
増
が

食
糧
事
情
の
悪
い
最
中
実
家
も
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
歩
兵
十

六
連
隊
あ
と
の
兵
舎
が
引
揚
者
の
ア
ヤ
メ
寮
と
な
り
家
族
と
共

に
入
っ
た
が
引
揚
後
の
生
活
苦
が
、
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

思
い
出
の
逃
避
行
　 

富
山
県
　
堀
義
雄
　 

私
は
昭
和
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

に
満
十
四
歳
で
志
願
し
た
。
満
州
の
地
に
入
っ
た
第
一
の
思
い

出
は
、
私
た
ち
の
乗
っ
て
い
た
列
車
が
、
匪
賊
に
襲
撃
を
う
け
、

そ
の
た
め
、
関
東
軍
の
兵
隊
が
二
人
戦
死
し
、
血
に
染
ま
っ
て

担
架
で
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
牡
丹
江
省
の
東
京
城
駅
に
下
車

し
た
こ
と
で
す
。

義
勇
軍
の
第
一
歩
と
し
て
入
所
し
た
と
こ
ろ
が
寧
安
訓
練

所
、
広
い
原
野
に
ア
ン
ペ
ラ
小
屋
が
四
、
五
棟
建
て
ら
れ
た
、

井
戸
も
便
所
も
無
い
場
所
。
翌
日
か
ら
大
陸
の
冬
に
備
え
て
、

私
た
ち
訓
練
生
の
手
に
よ
り
、
毎
日
が
自
分
た
ち
の
入
る
宿
舎

造
り
。
冬
に
向
け
て
、
飲
料
水
の
不
足
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
、
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
、
食
糧
不
足
、
匪
賊
の
恐
怖
に
耐
え
な
が
ら
寒
い

冬
を
過
ご
す
。

浜
江
省
平
陽
訓
練
所
に
翌
十
四
年
に
移
動
、
こ
こ
は
、
こ
の

地
が
訓
練
終
了
と
共
に
開
拓
団
に
移
行
、
本
格
的
に
理
想
郷
の

建
設
へ
と
胸
ふ
く
ら
ま
せ
、
各
団
員
の
家
屋
も
建
築
さ
れ
、
十

八
年
ご
ろ
か
ら
年
長
組
が
嫁
を
迎
え
る
者
も
出
て
、
私
も
二
十

年
四
月
に
妻
を
迎
え
、
食
糧
増
産
へ
と
努
力
し
て
い
た
が
、
妻

と
一
緒
に
暮
し
た
一
か
月
余
り
で
召
集
さ
れ
、
平
陽
開
拓
団
の

男
子
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
八
月
五
日
ま
で
に
召
集
さ
れ
た
。
終

戦
時
は
幹
部
の
井
久
保
陽
作
、
福
山
博
の
両
先
生
の
他
は
男
子

は
四
、
五
人
と
、
あ
と
は
妻
を
含
め
婦
女
子
四
十
数
人
が
い
た

と
か
。
私
は
満
州
国
境
の
綏
西
に
入
隊
し
た
。
八
月
八
日
か
ら
ソ
連



軍
と
の
戦
闘
が
続
く
。
こ
の
と
き
私
は
部
隊
か
ら
伝
令
を
命
ぜ

ら
れ
、
牡
丹
江
に
乗
馬
で
出
発
し
た
。

こ
の
途
中
、
な
つ
か
し
い
開
拓
団
の
同
志
、
畠
一
久
、
大
野

久
喜
、
青
柳
文
作
（
大
野
、
青
柳
は
戦
死
）
ら
と
出
会
っ
た
が
、

共
に
部
隊
を
離
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
目
的
の
牡
丹
江
に
向
か

っ
た
。
し
か
し
、
牡
丹
江
川
を
渡
る
際
、
乗
っ
て
い
た
馬
は
流

さ
れ
、
私
は
必
死
で
こ
こ
で
出
会
っ
た
山
形
県
出
身
の
玉
川
忠

義
と
二
人
で
イ
カ
ダ
を
作
り
、
渡
っ
た
が
、
途
中
、
玉
川
君
は

流
さ
れ
死
亡
、
私
は
ど
う
に
か
牡
丹
江
近
く
ま
で
く
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
ソ
連
軍
は
近
く
ま
で
侵
入
、
街
頭
に
は
、
開
拓
民
、

一
般
民
は
銃
砲
弾
を
う
け
多
数
死
ん
で
お
り
、
牡
丹
江
に
は
入

れ
な
い
状
態
、
私
は
こ
こ
で
初
め
て
「
日
本
は
も
う
だ
め
だ
」

伝
令
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
ず
に
戻
る
こ
と
も
で
き
ず
、
第
二
の

故
郷
と
定
め
た
開
拓
団
に
残
し
て
来
た
妻
の
顔
、
平
陽
の
山
や

川
が
瞼
に
浮
び
、
何
百
里
あ
ろ
う
と
も
平
陽
ま
で
な
ん
と
し
て

も
た
ど
り
着
く
こ
と
を
決
心
し
た
。

北
満
か
ら
の
ハ
ル
ビ
ン
に
向
け
南
下
を
目
的
と
し
た
各
開
拓

団
の
避
難
民
の
中
に
入
り
、
海
林
、
横
道
河
子
、
亜
布
洛
尼
へ

と
歩
く
こ
と
十
日
間
余
り
、
軍
服
の
み
の
私
、
食
糧
は
何
も
な

く
、
み
ん
な
と
助
け
合
い
な
が
ら
途
中
、
山
の
中
の
あ
ら
ゆ
る

木
の
芽
、
草
の
葉
、
ヘ
ビ
な
ど
、
時
に
は
原
住
民
の
家
畜
を
殺

し
、
ナ
マ
肉
を
食
べ
て
平
陽
に
向
け
て
南
下
し
た
。
こ
こ
で
も

平
陽
の
同
志
で
あ
り
、
軍
隊
を
抜
け
、
逃
避
行
を
続
け
て
い
る

大
和
田
君
と
出
合
い
、
元
気
を
取
り
も
ど
し
、
亜
布
洛
尼
の
街

に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
こ
か
ら
南
に
、
山
で
あ
る
が
、
五
十
四

キ
ロ
で
懐
か
し
の
妻
の
待
つ
、
自
分
た
ち
の
故
郷
平
陽
が
あ
る

と
思
う
と
、
一
層
と
力
が
出
て
、
二
人
で
線
路
づ
た
い
で
、
平

陽
開
拓
団
本
部
に
着
い
た
が
、
懐
か
し
い
平
陽
に
は
、
誰
一
人

と
し
て
お
ら
ず
、
本
部
内
や
各
家
屋
は
略
奪
さ
れ
、
抜
け
が
ら

で
あ
っ
た
。
私
の
部
落
に
も
行
っ
た
。
知
人
の
満
人
が
い
た
が
、

妻
の
行
き
先
は
知
る
は
ず
が
な
く
、
ハ
ル
ビ
ン
方
向
に
南
下
し

た
ら
し
い
と
の
推
理
で
大
和
田
君
と
二
人
で
、
こ
こ
か
ら
苦
し

い
逃
避
行
が
は
じ
ま
る
。

平
陽
か
ら
山
越
え
で
三
道
中
河
、
中
河
を
経
て
ハ
ル
ビ
ン
に

向
か
っ
た
が
、
中
河
ま
で
歩
く
こ
と
三
十
五
日
間
、
ソ
連
軍
の

捕
虜
か
ら
脱
走
す
る
こ
と
三
回
、
九
月
末
日
か
ら
二
十
一
年
三

月
十
四
日
ま
で
五
常
中
河
で
暮
し
た
が
、
こ
こ
で
も
原
住
民
に

銃
殺
場
に
私
を
含
む
四
人
が
出
さ
れ
、
二
人
は
銃
殺
さ
れ
た
。



私
は
な
ん
と
か
生
き
残
れ
た
が
、
三
月
十
五
日
、
再
び
中
国
共

産
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
運
よ
く
十
六
日
に
は
逃
走
し
た
。

私
は
こ
こ
で
、
大
和
田
と
二
人
、
平
陽
開
拓
団
の
集
団
が
阿

城
方
面
に
い
る
と
の
情
報
を
得
た
の
で
、
五
常
よ
り
鉄
道
線
路

の
上
を
歩
き
、
十
九
日
の
午
後
八
時
頃
に
阿
城
に
着
き
、
日
本

難
民
収
容
所
本
部
を
尋
ね
て
、
平
陽
開
拓
団
集
団
の
収
容
所
が

阿
城
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
の
嬉
し

さ
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
。
一
時
も
早
く
行
き
た
い
。
し

か
し
、
明
朝
で
な
い
と
訪
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
妻
の
生
死

は
判
ら
ず
、
一
夜
を
収
容
所
本
部
で
一
睡
も
せ
ず
、
翌
朝
平
陽

開
拓
団
集
団
（
団
長
井
久
保
陽
作
）
収
容
所
を
尋
ね
た
。
こ
の

と
き
井
久
保
団
長
が
「
堀
さ
ん
、
奥
さ
ん
は
生
き
て
い
る
よ
、

男
の
子
を
残
念
だ
っ
た
が
早
産
さ
れ
た
。
だ
が
現
在
は
高
熱
で

寝
て
お
ら
れ
る
が
、
元
気
だ
心
配
は
い
ら
な
い
よ
」（
召
集
の

さ
い
、
妻
が
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
）
と
言
わ

れ
た
。
七
か
月
間
余
り
の
避
難
、
逃
避
行
の
苦
し
み
が
一
度
に
脳
裏

か
ら
去
っ
て
行
っ
た
。
生
き
て
■
え
て
よ
か
っ
た
、
と
妻
の
手

を
し
っ
か
り
と
握
り
し
め
た
あ
の
時
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
阿
城
収
容
所
は
約
八
千
人
の
北
満
各
開
拓
団
の
収
容

者
が
お
り
、
四
千
三
百
人
余
り
が
死
亡
し
た
と
か
。
八
月
三
日

阿
城
を
出
発
、
十
月
十
二
日
博
多
港
に
上
陸
、
戦
前
の
軍
需
工

場
で
あ
っ
た
近
く
の
日
本
電
工
に
就
職
。
三
十
年
余
り
勤
務
。

現
在
妻
と
二
人
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

あ
あ
！
満
州
　 

石
川
県
　
久
木
孝
作
　 

渡

満

私
は
昭
和
二
年
小
松
商
業
を
卒
業
し
、
同
四
年
一
月
、
金
沢

第
七
連
隊
に
入
営
、
翌
五
年
に
除
隊
し
、
そ
の
年
の
九
月
に
、

満
鉄
経
営
の
撫
順
炭
砿
の
経
理
課
へ
就
職
し
た
。

昭
和
六
年
満
州
事
変
が
勃
発
し
て
以
降
、
石
炭
の
需
要
が
増

大
し
て
き
た
の
で
同
十
九
年
に
牡
丹
省
八
面
通
の
光
義
炭
田
の

開
発
に
移
さ
れ
、
撫
順
か
ら
約
百
人
が
出
張
し
て
当
っ
た
。
私

は
、
そ
の
経
理
副
科
長
と
し
て
、
二
十
年
二
月
光
義
炭
田
に
赴

任
し
た
。




